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                                                      社団法人 韓日経商学会 
 

第 36回 韓日經濟經營國際學術大會  

The 36th International Conference on Korean-Japanese Economics & Management 

 

 

 

 
 

 

 

 

共通論題 

글로벌 대전환 시대: 한일간 무역통상 협력 강화방안 모색 

グローバル大転換の時代: 韓日間貿易通商における協力強化方案の模索 

Era of Global Transformation: Seeking ways to Strengthen Trade and Industry 

Cooperation between Korea and Japan 

 

 

 

 

 

 

日 時 : 2022 年 8月 25日(木) 〜 27日(土) 

場 所 : 東義大學校 工学館（韓国 釜山市）  

主 催 : (社)韓日経商学会ㆍ東アジア経済経営学会ㆍ対外経済政策研究院 

主 管 : 東義大學校ㆍ(社)韓日経商学会 

後 援 : (株)앤 써, (株)케이원, The Case Inc. , 한국경제신문, 국제신문 
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인사의 말씀  

존경하는 한일경상학회 회원 여러분! 건강하십니까?  

그리고 어려운 시국임에도 일본에서 참가해 주신 동아시아경제 

경영학회 회원 여러분 반갑습니다. 우리 학회의 역사와 전통을 

자랑하는 “한일경제경영학술대회”를 3년여만에 개최하게 된 것을 

매우 뜻깊게 생각하며 학회 임원진을 대표하여 감사의 말씀을 

드립니다. 

 

아시는 바와 같이 한일경상학회는 창립이래 39년 동안 한국과 일본 간의 긴밀한 선린우호 

관계 심화와 상호 협력 증진에 기여해 왔습니다. 그리고 이를 토대로 동아시아 역내 국가간 

협력 강화를 선도해 온 지역연구의 “선구자”로서의 학문적 전통과 실용적 업적을 

축적하면서 사회적 책임을 다하고 있으며, 나아가 회원간 친목과 협력을 도모하고 국제간 

학술교류 증진을 최우선 목표로 노력하고 있습니다.  
 

물론 현 상황이 코로나19 팬데믹으로부터 결코 안정적인 국면은 아닙니다만, 그럼에도 

모든 회원분들께서 한일간 학술 교류 및 정보 교환을 위한 화합과 협력의 장(場)은 계속 

마련되어야 한다고 판단하여, 동북아 해양수도 부산의 거점대학 동의대학교에서 “제36회 

한일경제경영국제학술대회”를 개최하게 되었습니다. 특히 이번 학술대회는 글로벌 대전환 

시대에 대응하는 한국과 일본의 경제경영 및 무역통상 정책과 전략 방향을 비교 고찰하여 

한일 양국의 새로운 성장과 협력 매카니즘을 모색하는데 중점을 두었습니다. 
 

작금의 국제경제 질서와 무역통상 환경은 빠르게 변화하고 있으며, 한일 양국은 물론 

국제사회는 이에 부합하는 대응책 마련에 깊은 고민과 어려움을 겪고 있습니다. 그리고 

이러한 위기 국면에서 우리 학회는 39년 동안 한일간 협력관계는 물론 지구촌의 어려움을 

극복하는데 학문적ㆍ정책적 지혜와 경험을 공유하면서 해결방안을 연구해 왔습니다.  

 

아무쪼록 그동안 연구하고 축적하신 학문적 성과와 경험을 마음껏 펼치고 공유할 수 

있기를 기대하며, 특히 오늘 국제학술대회의 성공적 개최를 위해 물심양면으로 지원을 

아끼지 않으신 대외경제정책연구원 김흥종 원장님, 정성춘 부원장님을 비롯한 임직원 

여러분께 깊이 감사드립니다. 또한 정말 어려운 상황인데도 흔쾌히 자리를 빛내주신 일본 

동아시아경제경영학회 국중호 회장님과 회원 모든 분의 열정과 배려에 다시한번 감사의 

말씀드립니다. 부디 유익하고 즐거운 시간되시길 기원합니다, 감사합니다. 

 

2022년 8월 26일 

사단법인 한일경상학회  

회장 이홍배 
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ご挨拶 

 

 第36回日韓共同国際学術大会が、2022年8月25日～27日の日程で、

釜山東義大学にて開催されることになったこと、誠におめでとうござ

います。 

 

2020年から猛威を振るったコロナ禍の影響で、対面による際学術大

会は開けず、もどかしい状況でした。それが、今年再開になったこと

は、大変喜ばしいことだと思います。日韓経商学会の李鴻培（イホン

ベ）会長を始め、準備にご尽力なさった関係者の方々にお礼を申し上

げます。さらに、今回は、パートナー関係にある韓日経商学会と東アジア経済経営学会だけで

なく、対外経済政策研究院も加わり、一緒に開けることになったことも良いことかと思います。 

 

コロナ禍の影響で、2021年度国際学術大会は、オンラインZOOMミーティングによる形式で行

われたわけですが、未だにコロナ禍の終息は見通せないのが現状であります。とは言え、いつ

までもオンラインだけに頼るよりも、顔と顔を合わせ忌憚なく学術交流を行うことは、冷え込

んでいる日韓関係の改善にも役立つことになるでしょう。 

 

世界は今、コロナ禍、速いスピードでのDX(デジタル・トランスフォーメーション)、経済安

保の強化だけでなく、ロシアによるウクライナ侵攻という予測しにくい不確実性が加わってい

る状況です。大転換を迎える時期になったかもしれません。そんな中、第36回日韓共同国際学

術大会の共通論題として、「グローバル大転換の時代：日韓における通商・貿易協力の強化に

ついて」としたことは、時宜を得たテーマ設定だと思います。 

 

共通論題では、「東アジアにおけるメガ FTA と日韓関係」という基調発表など、日韓の通

商・貿易協力の強化を超え、東アジア地域までへと範囲を広げた議論も行われます。日韓の間

には市場経済を標榜していることもあり、経済安保という名目が両国の通商・貿易協力を妨げ

るよりは、自由に交易を拡大することによる経済活性化が求められるべきでしょう。本国際学

術大会がその道を開く一石になればと思っているところです。そのためには、共通論題だけの

議論は足りず、自由な学術論題を取り上げることも大切でしょう。 

 

以上の共通論題と自由論題からわかりますように、日韓共同国際学術大会は単に日韓に係わ

る話題に留まるだけでなく、世界を視野に入れたテーマがその対象になっています。今回の国

際学術大会での議論が、両国の通商・貿易協力に加え、関係改善にもつながることを切に願い

つつ、会長あいさつに代えさせて頂きたいと思います。 

 

2022年8月26日 

東アジア経済経営学会 

会長 鞠重鎬 
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第36回 韓日經濟經營國際學術大會 
 

○ 大会日程 

▶ 8月 25日（木）: 韓日合同役員会 

▶ 8月 26日（金）: 第 36回韓日経済経営国際学術大会及び韓日経済人大賞 施賞式 

▶ 8月 27日（土）: 産業視察など 

 

 

 8 月 26日（金）  

▶  受 付 09:00 〜 09:30  工学館 1層  

▶  開会式 09:30 〜 09:50   工学館 円形講義室(127 号) 司会：朴昊信(中央大) 

      開会の挨拶: 韓日経商学会         李鴻培 会長 

      挨      拶: 東アジア経済経営学会 鞠重鎬 会長 

      歓  迎  辞: 東義大学校       韓洙桓  総長 

祝      辞: 対外経済政策研究院  鄭成春 副院長 

       

▶  基調講演 09:50 〜 10:20  工学館 円形講義室(127 号) 司会：朴昊信(中央大) 

      発 表:  李鐘允(韓国外国語大 名誉教授) 

テーマ:  『厳しい国際通商環境の出現と韓日の共同対応』 

         『복잡한 국제통상 환경의 출현과 한일 공동대응』 

 

▶ 第 1部 : 自由論題 Ⅰ 10:30 〜 12:00 工学館 119–121 号、127号 

 

▶ 昼食(오찬): 12:00 〜 13:30 工学館 1 層(117号) 日本会員 総会(127号 12:30) 

 

▶ 第 2部 : 自由論題 Ⅱ 13:30 〜 15:30 工学館 119–121号、127号 

 

▶ 第 3部 : 共通論題 Symposium 15:40 〜 17:30 工学館 円形講義室(127 号) 

 

▶ 第 4部 : 韓日経済人大賞 施賞式 17:40 〜 18:10 工学館 円形講義室(127 号) 

 

▶ 第 5部 : 韓日友好懇親会 18:40 〜 20:20  アリ韓定食(釜山市 西面)
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▶ 第 1部 : 自由論題 Ⅰ (10:30 〜 12:00) 

1 Session: (経済∙経営)  

場所： 工学館 127号  

司会：井村進哉(中央大) 

発表者 論文題名 討論者 

安熙卓 

(九州産業大) 
有期契約労働者の無期転換雇用の実態と課題 

배해선 

(筑紫女学園大) 

申淑子(中央大) 

野間口隆朗(中央大) 

中間管理者のリーダー行動の変遷：メンバーシップ型

組織との関連で 

임용한 

(KJ 인문경영연구원) 

洪聖協 

(東京富士大) 

日本におけるダイバーシティマネジメントの現状と課

題 

박태진 

(동의대) 

 

2 Session: (産業∙企業) 

場所： 工学館 120号 

  司会：한광희(한신대) 

発表者 論文題名 討論者 

俞在仙 

(中国石油大) 

한ㆍ일 ICT 산업의 대중국 수출 경쟁력 및 산업 내 무역 

분석 

박호신 

(중앙대) 

金明中 

(ニッセイ基礎研究所)  

姜英淑(東洋大) 

韓国における貧困と格差、そして世代間とジェンダ対立に

ついて―日本へのインプリケーションは？― 

김양태 

(愛知東邦大) 

이정은(동의대) 

이경구(동의대) 

왕새롬(동의대) 

大学教育サービス品質が愛着度及び満足度に及ぼす影響 
黄八洙 

(浜松学院大) 

 

3 Session: (金融∙財政) 

場所： 工学館 121号  

司会：김광희(협성대)   

発表者 論文題名 討論者 

柳在廣 

(神田外語大) 

日本における個人の金融商品投資の傾向と韓国への示唆 

―1990年代以降の超低金利下の動きを中心に― 

管野啓一 

(中央大) 

김권식 

(국제금융센터) 
한국과 일본의 환율변동 추이와 코로나19 영향 

鞠重鎬 

(横浜市立大) 

温カークイン 

(中央大) 

マレーシア国債発行におけるイスラム金融方式の意義と

限界について 

鳥居伸好 

(中央大) 
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4 Session: (大学院生発表) 

場所： 工学館 119号  

司会： 吉元浩二(創価大)  

発表者 論文題名 討論者 

오충택 

(전남대) 
일본의‘고향 선택’플랫폼에 대한 일고찰 

노혜경 

(호서대) 

우혜원 

(중소벤처기업연구원) 

국제산업연관모형에 의한 한국과 일본의 의존관계 변화 

분석 

박명현 

(숙명여대) 

오래은 

(동의대) 
한중 제조업의 의존관계 변화와 특징 분석 

황예연 

(동의대) 

 

 

▶ 第 2部: 自由論題 Ⅱ (13:30 〜 15:30) 

1 Session: (貿易∙通商)  

場所： 工学館 120号  

司会： 姜英淑(東洋大) 

発表者 論文題名 討論者 

鳥居伸好 

(中央大)  
日本における新自由主義的政策と地域通貨事業の展開 

양준호 

(인천대) 

박기임(건국대) 

임천석(건국대) 

일본기업의 경쟁력 약화원인에 대한 고찰 

-전기 및 전자, 자동차 산업을 중심으로⁻ 

洪聖協 

(東京富士大) 

 김 욱(건국대) 

유민호(名古屋大) 

1980년대 이후 중일 경제관계에 대한 재 고찰: 경제안보 

관점에서 

金奉吉 

(富山大) 

박근호 

(静岡大) 

韓国の輸出指向型工業化と政府の役割に関する再検討 

‐「韓米輸出振興協議会」の事例分析を通して‐ 

申淑子 

(中央大) 

 

2 Session: (経済∙経営) 

場所： 工学館 121号 

司会： 이기동(계명대)  

発表者 論文題名 討論者 

이우형 

(계명대) 

The effect of consumers behavior on the production 

activity of firms 

島袋隆志 

(沖縄大) 

서재현 

(계명대) 

Effect of Capital Controls: A Quantile Regression 

Approach 

김경민 

(계명대) 

김경민 

(계명대) 

The gains from trade through the variety channel of 

intermediate goods: A Ricardo-Sraffa-Samuelson model 

서재현 

(계명대) 
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3 Session: (産業∙企業) 

場所： 工学館 127号  

司会：임달호(충북대)  

發表者 論文題目 討論者 

吉元浩二 

(創価大) 
日本企業のCSVビジネスに関する探索的研究 

이경구 

(동의대) 

管野啓一 

(中央大) 
日本の損保業界における金融の自由化 

이점순 

(인천대) 

黄八洙 

(浜松学院大) 
アフリカ進出日系企業の経営の現状と課題 

최종일 

(조선대) 

 

 4 Session: (知識財産∙技術) 

場所： 工学館 119号  

   司会：이형오(숙명여대)   

發表者 論文題目 討論者 

은경기 

(바르질라코리아) 

모노즈쿠리가 조선기자재업체 생산품 품질에 미치는 

영향에 대한 실증적 연구 

柳在廣 

(神田外語大) 

정  웅 

(국립경찰대) 
일본의 산업스파이 대응과 정책적 함의 

安熙卓 

(九州産業大) 

김영미(숙명여대) 

안지영(숙명여대) 

이형오(숙명여대) 

국제적 지식이전의 만족도에 영향을 미치는 요인:  

일본기술자의 한국 기술이전 분석을 중심으로 

金明中 

(ニッセイ基礎研究所) 

 

 

▶ 第 3部 : 共通論題 Symposium (15:40 〜 17:30) 

共通論題 : 『グローバル大転換の時代: 韓日間貿易通商における協力強化方案の模索』 

 
場所: 工学館 127号  

司會: 임천석(건국대), 鞠重鎬(横浜市立大) 

發表者 論文題目 討論者 

김규판 

(KIEP) 
일본의 경제안보정책 변화와 한일 협력방향 

이형오(숙명여대) 

나주몽(전남대) 

井村進哉(中央大) 

鳥居伸好(中央大) 

金奉吉 

(富山大) 
東アジアにおけるメガ FTAと韓日関係 

한기조 

(동의대) 
半導体産業の現況と韓日協力 
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▶ 第 4部 : 韓日経済人大賞 施賞式 (17:40 〜 18:10) 

祝    辞: 徐錫崇(韓日経済協会 副会長) 

審査報告: 金昌男(東亜大 名誉教授) 

受 賞 者: ㈜앤 써 송달호 대표 

           ㈜케이원 양정웅 대표  

 

▶ 第 5部 : 韓日友好懇親会 (18:40 〜 20:20) 

 

- 場所: アリ韓定食(아리한정식) 釜山市 西面(부산시 서면) 

-  HP: http://www.아리한정식.com 

 

 

 8 月 27日（土）  

▶  産業視察 09:00 〜 17:20   

08:50 集合 호텔 로비(ホテルロビー) 

09:00 出発 출발 

       09:40〜10:30 동백섬 누리마루(海雲台椿島ㆍヌリマルハウス) 

       11:00〜11:40 해동 용궁사(海東龍宮寺) 

              11:40〜12:20 점심(昼食) 

              13:00〜14:30 요트 투어(ヨットツアー) 

              15:30〜16:30 (주)앤 써 (株)アンサー(産業視察) 

              17:20 ホテル到着 호텔 도착 

             

 

 8 月 28日（日）  

▶  解散ㆍ帰国 09:00 〜 
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会場ㆍ交通のご案内 
 

＜大会会場＞ 

 

⚫ 동의대학교 가야캠퍼스 22 호관 (공학관) 

 

 

⚫ 승용차 이용시 

◾ 내비게이션 검색 : 동의대학교 공학관(22번 건물) 127호 (원형 강의실) 

◾ 주 소 : 부산시 부산진구 엄광로 176, 동의대학교 가야캠퍼스 

          (지번) 가야동 464-121 

 

⚫ 지하철 이용시 

◾ 부산지하철 2호선 → 동의대역 5번 출구 → 6-1번 마을버스 → 동의대학교 

 자연대학 로터리 하차 → 도보 2분 → 공학관, 원형강의실 127호 

 

 



10 

 

＜宿泊先＞ 

 

⚫ 부산비즈니스호텔 (busanbusinesshotel.com) 

 
 

 

http://www.busanbusinesshotel.com/wave/?MM=01&SM=02


11 

 

 

 

 

 

 

本案内に関するお問い合わせ、ご不明な点は 

学会事務局までご連絡ください。 

본 행사 및 프로그램 전반에 대한 문의는 학회 사무국으로 

연락바랍니다. 

 

 

 

 

第 36回韓日経済経営国際学術大会実行委員会 

 

 

(実行委員長) 최종일(조선대) 

(実行委員)  박호신(중앙대), 유재선(동의대), 황예연(동의대), 우혜원(KOSI), 

은경기(바르질라코리아) 

 

(お問い合わせ) 

(社)韓日経商学会事務局 TEL: 010-5237-8787, 010-2712-1485 

 

 


